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１．本論文の目的

本論文の目的は、これまで抽出してきた個々の共通式を、仮説式の例となるように仮説式を提出
し、その中に共通式を位置づけると共に、それらを事象理論に組み込んで、仮説式と共通式を使いや
すくすることである（１）。
この仮説式は、共通式を一般形の例として位置づけるとしたときの一般形のことで、共通式を手が

かりに論理的に導出できる一般形を可能な限り導出しようとする段階に至って、一般形の仮説的性格
が一段と強まったため、これを「仮説式」と呼ぶことにしたものである。

２．共通式の位置づけ

仮説式を提出することの意義は、先に共通式の一般形を作る必要性を指摘した中で述べたので（２）繰
り返さないが、仮説式は、図１の「一般的な理論構造」で、従来は共通式だけであったところに導入
されて、「仮説式・共通式」とされた中に位置づく。拙稿「事象解明のための共通式の活用」で「共
通式の位置づけ」（３）となっていたところを「仮説式・共通式の位置づけ」とし、共通式と同様に用い
ればよいだけである。また、問題解決のプロセスにあっても、共通式のところを仮説式・共通式とす
ればよいだけである。
ただし、仮説式を用いる場合には、それが共通式ではなく仮説式であることを、仮説式番号で示す

必要がある。それは、仮説式が共通式よりも一段と仮説的性格が強いことを明示するためである。
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a r b で、a、r、b の１つ以上が変化する。（ただし、１００は不変式） 記号 a、b、c…は要素、r は関係（＝

＝

、

Ｈ

、∞｜、

Ｙ

など）、m：
媒体。t：時間。s：空間。（以下表７まで同じ。）
式番号 a r b 式 共通式 備 考

↓ ↓ ↓ 当該式の事象例

１００
a
a r b→a r b

１００－１
a＝

＝
（a∞｜b）→a∞｜b

a があって、 a に b が結合しても a は変わらない。

a があって、a に b が関係しても、a は変わらない。

１０１ a′ a r b→a′r b a と b に関係があると、a が変わってしまう。
a に b を関係させると、a は変わる。

１０２ r′
a r b→a r′b a と b に関係があると、その関係は変わってしま

う。
a に b を関係させると、その関係は変わる。

１０３ b′

a r b→a r b′ １０３－１
（a，b，c）＝

＝

（a∞｜b）→（c→c′）
a，b，c があり、a と b が結合すると、c は c′に
変化する。

１０３式で a∥（a∞｜b）とすると、（a∞｜b）＝

＝

c→（a∞｜b）
＝

＝

c′

a と b に関係があると、b が変わってしまう。
a に b を関係させると、b は変わる。

１０４ a′r′ a r b→a′r′b a と b に関係があると、a と関係が変わってしまう。
a に b を関係させると、a と関係は変わる。

１０５ a′ b′

a r b→a′r b′ １０５－１
（（a Ｙ b）＝

＝

（a→a１，a２，…an））→（b→b１，b２…bn）
∴（a Ｙ b）→（（a１，a２，…an）

Ｙ （b→b１，b２…bn））
a が b を包含している場合、a が a１，a２…an になる
と、b も b１，b２…bn になる。

１０５－２
（a，b）＝

＝

（a→a′）→（b→b′）
a、b があり、a が a′になると、b は b′になる。

１０５式で r∥＝

＝

とすると、a＝

＝

b→a′＝

＝

b′

a と b に関係があると、a と b は共に変わってし
まう。
a に b を関係させると、a と b は変わる。

１０６ r′b′ a r b→a r′b′ a と b に関係があると、b と関係が変わってしまう。
a に b を関係させると、b と関係は変わる。

１０７ a′r′b′ a r b→a′r′b′ a と b に関係があると、a、b、関係のすべてが変
わってしまう。

３．仮説式と共通式

それでは、仮説式と共通式をまとめて提出しておきたい。
仮説式は変化仮説（不変を含む）、作用変化仮説、出現仮説、作用出現仮説、消減仮説、作用消滅

仮説、に分けられ、さらに証明式がある。これまでに抽出した共通式は、そのいずれかの仮説式、証
明式の例となっている。

（１）変化仮説（不変を含む）
変化仮説は要素、関係が変化することを表す仮説で、表１に示したように、７つの仮説式があり、

そのうち共通式が存在するのは３つである。ただし１００式は、不変式である。
ａ→ａ′のようにａがａ′に変化することは、表中のａ列の↓で示してある。ｒ、ｂの変化も同様で

ある。なお、備考欄に当該式の事象例をあげてある。

表１ 変化仮説
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a r b で、a、b のいずれかまたは両方に α が作用すると、a、b、r の１つ以上が変化する。

式番号 a
↓
r
↓
b
↓ 式 共通式 備 考

２０１ a′
a r b
（a∞｜α）r b→a′r b

２０１‐１
（a∞｜b）＝

＝

（a∞｜c）→（a≡b）
a と b が結合している場合、 a に c が結合すると、
a は b と同じになる。

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると a は変わってしまう。

２０２ r′ a r b
（a∞｜α）r b→a r′b

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると関係は変わってしまう。

２０３ b′
a r b
（a∞｜α）r b→a r b′

２０３‐１
（（a→b）＝

＝

（a∞｜m））→（b→（b１，b２…bn））
a から b が導出される場合、a に m が結合すると、
b は b１，b２…bn になる。

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると b は変わってしまう。

２０４ a′r′ a r b
（a∞｜α）r b→a′r′b

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると a が変わり、関係も変わってしまう。

２０５ a′ b′ a r b（a∞｜α）r b→a′r b′
a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると a と b は共に変わってしまう。

２０６ r′b′ a r b（a∞｜α）r b→a r′b′
a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると b が変わり、関係も変わってしまう。

２０７ a′r′b′ a r b（a∞｜α）r b→a′r′b′
a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると a、b、関係はすべて変わってしまう。

２０８ a′ a r b
a r（b∞｜α）→a′r b

a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると a は変わってしまう。

２０９ r′ a r b
a r（b∞｜α）→a r′b

a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると関係は変わってしまう。

２１０ b′ a r ba r（b∞｜α）→a r b′
a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると b は変わってしまう。

２１１ a′r′ a r b
a r（b∞｜α）→a′r′b

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると a が変わり、関係も変わってしまう。

２１２ a′ b′ a r ba r（b∞｜α）→a′r b′
a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると a と b は共に変わってしまう。

２１３ r′b′ a r ba r（b∞｜α）→a r′b′
a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると b が変わり、関係も変わってしまう。

２１４ a′r′b′ a r ba r（b∞｜α）→a′r′b′
a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると a、b、関係はすべて変わってしまう。

２１５ a′ a r b
（a r b）∞｜α→a′r b

a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると a は変わってしまう。

２１６ r′ a r b
（a r b）∞｜α→a r′b

a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると関係は変わってしまう。

２１７ b′ a r b（a r b）∞｜α→a r b′
a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると b は変わってしまう。

２１８ a′r′ a r b
（a r b）∞｜α→a′r′b

a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると a が変わり、 関係も変わってしまう。

２１９ a′ b′

a r b
（a r b）∞｜α→a′r b′

２１９－１
（（a１，a２，…an）

Ｈ s）→（ak，ak，…ak）
表層が不均一でも、深層になると均一になる。

２１９－２
（（a１，a２，…an）

Ｈ t）→（a１

Ｈ a２

Ｈ … Ｈ an）
ばらばらな事象でも、時間が経つと整序される。

a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると a と b は共に変わってしまう。

２２０ r′b′ a r b（a r b）∞｜α→a r′b′
a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると b が変わり、関係も変わってしまう。

２２１ a′r′b′ a r b（a r b）∞｜α→a′r′b′
a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると a、b、関係はすべて変わってしまう。

a Ｈ b と b Ｈ a、a Ｙ b と b Ｙ a は関係等値ではないので、b に α が作用する場合の２０８～２１４式は２０１～２０７式と関係等値ではない。

（２）作用変化仮説
作用変化仮説は、要素のいずれかまたはすべてに何らかの作用が働くと、要素、関係の1つ以上が

変化することを表している。仮説式は２１あるが、共通式はまだ４つしかない。

表２ 作用変化仮説
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a、b があって、a と b が r で関係づけられると c が出現するが、a、b、r が変化する場合もある。

式番号 a
↓
r
↓
b
↓ 式 共通式 備 考

３０１

a
b
a r b→c

３０１－１
a∥A、b∥B、 c∥C、r∥∞｜、とすると、
A
A∞｜B→C
A があって B が作用して結合すると、C が出現す
る。

３０１－２
a∥A、b∥B、 c∥C、r∥∞｜、とすると、
A
B
A∞｜B→C
A、B があって結合すると C が出現する。

a、b があって、a と b が関係づけられると、c が
出現する。

３０２ a′
a
b
a r b→（a′r b）r′c

a、b があって、a と b が関係づけられると、a が
変化し、c が出現する。

３０３ r′
a
b
a r b→（a r′b）r″c

a、b があって、a と b が関係づけられると、関係
が変化し、c が出現する。

３０４ b′
a
b
a r b→（a r b′）r′c

a、b があって、a と b が関係づけられると、b が
変化し、c が出現する。

３０５ a′r′
a
b
a r b→（a′r′b）r″c

a、b があって、a と b が関係づけられると、a と
関係が変化し、c が出現する。

３０６ a′ b′
a
b
a r b→（a′r b′）r′c

a、b があって、a と b が関係づけられると、a と
b が変化し、c が出現する。

３０７ r′b′
a
b
a r b→（a r′b′）r″c

a、b があって、a と b が関係づけられると、b と
関係が変化し、c が出現する。

３０８ a′r′b′
a
b
a r b→（a′r′b′）r″c

a、b があって、a と b が関係づけられると、a、b、
関係が変化し、c が出現する。

a r b で、a、b のいずれかまたは両方に α が作用すると、c が出現する。
a、b、r が変化する場合もある。

式番号 a
↓
r
↓
b
↓ 式 共通式 備 考

４０１ a r b
（a∞｜α）rb→（arb）r′c

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると c が出現する。

４０２ a′ a r b
（a∞｜α）rb→（a′rb）r′c

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると a が変わると共に、c が出現する。

４０３ r′ a r b
（a∞｜α）rb→（ar′b）r″c

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると関係が変わると共に、c が出現する。

４０４ b′ a r b（a∞｜α）rb→（arb′）r′c
a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると b が変わると共に、c が出現する。

（３）出現仮説
出現仮説は、複数の要素が関係づけられると、新たな要素が出現することを表し、また、出現と同

時に要素、関係が変化することもあることを表す仮説式である。
仮説式は８つあるが、これまでのところ、共通式は２つである。

表３ 出現仮説

（4）作用出現仮説
作用出現仮説は、要素のいずれかまたはすべてに何らかの作用が働くと、新たな要素が出現するこ

とを表し、また、出現と同時に要素、関係が変化することもあることを表す仮説式である。
仮説式は２２あるが、これまでのところ、共通式は抽出できていない。

表４ 作用出現仮説
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４０５ a′r′ a r b
（a∞｜α）r b→（a′r′b）r″c

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると a 及び関係が変わると共に、c が出現する。

４０６ a′ b′ a r b（a∞｜α）r b→（a′r b′）r′c
a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると a と b が変わると共に、c が出現する。

４０７ r′b′ a r b（a∞｜α）r b→（a r′b′）r″c
a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると b 及び関係が変わると共に、 c が出現する。

４０８ a′r′b′
a r b
（a∞｜α）r b→（a′r′b′）r″c

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると a、b 及び関係が変わると共に、c が出現す
る。

４０９ a′ a r b
a r（b∞｜α）→（a′r b）r′c

a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると a が変わると共に、c が出現する。

４１０ r′ a r b
a r（b∞｜α）→（a r′b）r″c

a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると関係が変わると共に、c が出現する。

４１１ b′ a r ba r（b∞｜α）→（a r b′）r′c
a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると b が変わると共に、c が出現する。

４１２ a′r′ a r b
a r（b∞｜α）→（a′r′b）r″c

a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると a 及び関係が変わると共に、c が出現する。

４１３ a′ b′ a r ba r（b∞｜α）→（a′r b′）r′c
a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると a と b が変わると共に、c が出現する。

４１４ r′b′ a r ba r（b∞｜α）→（a r′b′）r″c
a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると b 及び関係が変わると共に、 c が出現する。

４１５ a′r′b′
a r b
a r（b∞｜α）→（a′r′b′）r″c

a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると a、b 及び関係が変わると共に、c が出現す
る。

４１６ a′ a r b
（a r b）∞｜α→（a′r b）r′c

a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると a が変わると共に、c が出現する。

４１７ r′ a r b
（a r b）∞｜α→（a r′b）r″c

a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると関係が変わると共に、c が出現する。

４１８ b′ a r b（a r b）∞｜α→（a r b′）r′c
a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると b が変わると共に、c が出現する。

４１９ a′r′
a r b
（a r b）∞｜α→（a′r′b）r″c

a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると a 及び関係が変わると共に、c が出現
する。

４２０ a′ b′
a r b
（a r b）∞｜α→（a′r b′）r′c

a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると a と b が変わると共に、c が出現す
る。

４２１ r′b′
a r b
（a r b）∞｜α→（a r′b′）r″c

a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると b 及び関係が変わると共に、c が出
現する。

４２２ a′r′b′
a r b
（a r b）∞｜α→（a′r′b′）r″c

a と b に何らかの関係がある場合、その全体に α
が作用すると a、b 及び関係が変わると共に、c が
出現する。

a Ｈ b と b Ｈ a、a Ｙ b と b Ｙ a は関係等値ではないので、b に α が作用する場合の４０９～４１５式は４０１～４０８式と関係等値ではない。

a、b があって、a と b が r で関係づけられると a または b あるいは両方が消滅する。
a、b、が変化する場合もある。

式番号 a
↓
r
↓
b
↓ 式 共通式 備 考

５０１
a
b
a r b→a

a、b があって、a が b と関係づけられると、b は
消滅する。

５０２

a
b
a r b→b

５０２‐１
r∥∞｜、とすると、
a
b
a∞｜b→b
a があって、a が b と結合すると、a は消滅する。

a、b があって、a が b と関係づけられると、a は
消滅する。

（5）消滅仮説
消滅仮説は、複数の要素が関係づけられると、１つ以上の要素が消滅することを表し、また、消滅

と同時に要素が変化することもあることを表す仮説式である。
仮説式は6つあり、そのうち4つまでは共通式の確認ができている。

表５ 消滅仮説
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a r b で、a、b のいずれかまたは両方に α が作用すると、a または b あるいは両方が消滅する。
a、b、が変化する場合もある。

式番号 a
↓
r
↓
b
↓ 式 共通式 備 考

６０１
a r b
（a∞｜α）r b→a

６０１‐１
a∥A、b∥B、 α∥C、r∥→、とすると、
A→B
（（A∞｜C）→B）→A

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると、b は消滅する。

６０２ a r b
（a∞｜α）r b→b

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると、a は消滅する。

６０３ a r b
（a∞｜α）r b→φ

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると、すべてが消滅する。

６０４ a′ a r b
（a∞｜α）rb→a′

a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると、a は変化し b は消滅する。

６０５ b′ a r b（a∞｜α）r b→b′
a と b に何らかの関係がある場合、a に α が作用
すると、b は変化し a は消滅する。

６０９ a r b
ar（b∞｜α）→a

a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると、b は消滅する。

６１０ a r b
a r（b∞｜α）→b

a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると、a は消滅する。

６１１ a r b
a r（b∞｜α）→φ

a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると、すべてが消滅する。

６１２ a′ a r b
a r（b∞｜α）→a′

a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると、a は変化し b は消滅する。

６１３ b′ a r ba r（b∞｜α）→b′
a と b に何らかの関係がある場合、b に α が作用
すると、b は変化し a は消滅する。

６１４ a r b
（a r b）∞｜α→a

a と b に何らかの関係がある場合、全体に α が作
用すると、b は消滅する。

６１５ a r b
（a r b）∞｜α→b

a と b に何らかの関係がある場合、全体に α が作
用すると、a は消滅する。

６１６ a r b
（a r b）∞｜α→φ

a と b に何らかの関係がある場合、全体に α が作
用すると、すべてが消滅する。

６１７ a′ a r b
（a r b）∞｜α→a′

a と b に何らかの関係がある場合、全体に α が作
用すると、a は変化し b は消滅する。

６１８ b′ a r b（a r b）∞｜α→b′
a と b に何らかの関係がある場合、全体に α が作
用すると、b は変化し a は消滅する。

（6）作用消滅仮説
作用消滅仮説は、要素のいずれかまたはすべてに何らかの作用が働くと、１つ以上の要素が消滅す

ることを表し、また、消滅と同時に要素が変化することもあることを表す仮説式である。
仮説式は１８あるが、これまでのところ、共通式は1つしか抽出できていない。

表6 作用消滅仮説

５０３

a
b
a r b→φ

５０３‐１
a∥A、b∥B、r∥∞｜、とすると、
A
B
A∞｜B→φ

a、b があって、a が b と関係づけられると、すべ
てが消滅する。

５０４ a′

a
b
a r b→a′

５０４‐１
a∥（a→b）、b∥c、a′∥（a≡c）、r∥→、とすると、
（（a→b）→c）
a→b が a≡b になると
（a≡b）→（c→φ）
（（a→b）→c）→（（a≡b）→（c→φ））
a から b が導出され、それから c が導出される場
合、a と b が同値になると c は消滅する。

a、b があって、a が b と関係付づられると、a が
変わると共に b は消滅する。

５０５ b′
a
b
a r b→b′

a、b があって、a が b と関係づけられると、b が
変わると共に a は消滅する。

５０６
a
b
（b→φ）→（a→φ）

５０６‐１
（a＝

＝

（b→φ））→（a→φ）
a があって、b が消滅すると、a は消滅する。

a、b があって、b が消滅すると、a は消滅する。

山 本 恒 夫
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名称 式 式の意味

説明１ a≡b∞｜c a は b と c の結合である。

説明２ a≡b∞｜c＝

＝

d a は b と c の結合に d を組み合わせたものである。

説明３ （b≡b１∞｜b２…∞｜bc）→（a≡bc） a は b を c で割ったものである。

説明４ （b≡b１∞｜b２…∞｜bc）→（a≡（bc＝

＝

d）） a=b/c+d

説明５ （A≡B≡C…≡N）→（A

Ｙ

B

Ｙ

C…N）
B～N は A の内部の層。

A の内部の各層（B～N）は A の表面と同じ構造
になっている。

（7）説明式
説明式は（1）～（6）とは異なり、還元的説明、定義、言い換えなどを表す式で、ここではそれ

らが混在している。表7にあげた5つの式は、これまでの共通式を抽出する過程で得られたもので、
今後、さらに増えると考えられる。

表7 説明式

以上の中の仮説式を問題解決で用いる場合は、先に示した共通式の用い方（４）と同じである。したがっ
て、問題解決における仮説式の用い方についての説明は省略する。

おわりに

今後の課題は、さらに法則、定理、効果等の中から共通式を抽出して、ここにあげた一覧表の充実
を図ることである。また、それに伴い、新たな仮説式を立てる必要が生じるかも知れない。例えば、
消滅仮説、作用消滅仮説では、要素が多くなった場合に、消滅に伴い関係も変化するかも知れないが、
まだ、そのような仮説式は立ててはいない。その点も検討課題である。
また、これらを問題解決で活用し、その成果を事象理論にフィードバックしていくことも、これか

らの課題である。

【註】
（１）この課題は、山本恒夫「事象解明のための共通式の活用」（八洲学園大学紀要第６号、２０１０、５頁）にあげ

ている課題をさらに発展させたものである。
（２）同、４－５頁。
（３）同、１－２頁。
（４）同、２頁。

（受理日：２０１１年３月２２日）
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